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 “Pharma Tech Outlook”に記事が掲載されました 

 

このたび、 “Pharma Tech Outlook” から寄稿の依頼があり、2021 年に向けた医薬品

物流の取組みに関する記事が掲載されました。 

当社では、医薬品物流の重要性は今後さらに高まるものと見込んでおり、当社の強み

である国際フォワーディングサービス及び国内外での 3PL サービスのワンストップ提

供をより一層進める考えです。 

 

◆Pharma Tech Outlook◆ 

本誌は医薬業界を中心とした読者に医薬業界の最新ニュース、経営課題に対する

ソリューション、技術、トレンド等の情報を幅広く提供しています。正規定期購読者数

は 85,000 を超え、そのうちの 20％が日本企業です。 

 





【PhamaTechOutlook記事抄訳】 

 

2021年に向けた医薬物流の事業、テクノロジーにおける見方と取組み 

 

2021年の医薬品物流は世界中で未だ終息が見えないコロナウィルスの影響もあり、益々その重

要性が高まることが予想される。 

 

特に医薬品の国際輸送に関しては欧州を始め GDP（医薬品適正流通基準）の厳格化が求

められており、当社としても本年中に IATA（国際航空運送協会）策定の医薬品の航空輸送に

関する品質認証制度である CEIV pharma の認証取得を目指している。これに加え、2022 年

前半稼働予定で成田空港至近であるつくば市に医薬品専用の新センターを建設中であり、当

社の強みである国際フォワーディングサービス及び国内外での 3PL サービスのワンストップ提供を

より一層進める考えである。 

 

現在、当社の海外医薬品物流サービスは、主にアジア圏を中心に展開している。中でも中国は

最重要地域と位置付け、フォワーディング及び 3PL双方に力を入れている。具体的には、中国国

内での人工透析機器の保管及び 300 病院への配送（今後 500 病院へ拡大予定）や、体外

診断薬の日本から中国への航空輸送並びに中国内工場までの一貫輸送等を行っている。 

 

また近年は動物薬にも注力し、中国、インド、インドネシアにおいて動物用医薬品及び動物用ワ

クチンの 3PL サービスを提供している。本事業はコロナ禍において自宅で過ごす機会が増えるに

つれ、ペット市場の拡大が見られると言われているが当社でも動物用医薬品及び動物用ワクチン

の取り扱いの拡大は確認している。 

 

フォワーディングに関してはアジアに限らず広くサービス展開しており、現在の取り扱い例として、医

薬品、原薬、体外診断薬、医療機器等の中国、欧州、米国向け輸送案件がある。 


